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高知県教育長

高知県公立学校教職員心の健康対策委員会設置要綱及び

高知県公立学校教職員職場復帰サポートシステム実施要領

の制定について（通知）

うえのことについて、別添のとおり「高知県公立学校教職員心の健康対策委員会設

置要綱」及び「高知県公立学校教職員職場復帰サポートシステム実施要領」を制定し、

１２月１日から施行しますので、管内所属職員に周知いただくとともに、円滑な実施に
ついて格別の御配慮をお願いします。
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⑤
高知県公立学校教職員心の健康対策委員会股圃要綱

．（目的）

第１条高知県教育委員会は、高知県公立学校教職員の疾患（主として精神神経系疾患）
に関する次の砺項について審査を依頼し、意見を求めるため、高知県公立学校教職員心
の健康対策委員会（以下「委員会」という｡）を設腫する。
（１）職員の健康状況に関すること。
（２）健康相談に関すること。

（３）復婦に向けた取り組みに関すること。

（委員）

第２条委員会は、委員１０名以内をもって組織する。
２委員は、医師、学繊経験を有する者及び高知県公立学校教職員の中から、教育長が委
・嘱又は任命する。

３委員の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、委員に欠員が生じた場合の補欠委
員の任期は、前任者の残任期間とする。

（委員長）

第３条委員会に、委員の互選により委員長を腫く°
２委員長の任期は、１年とする。

３委員長は、委員会の会務を総理し、委員会を代表する。
４委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員が、その職務を代理す

る。

（会識）

第４条委員会の会錨は、委員長が招集し、委員長がその鰻長となる。
２委員会の会懸は、委員の２分の１以上の出席がなければ開くことができない。
３委員会の会謹の蟻事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決する
ところによる。

４委員会の会厳について必要な事項は、委員長が別に定める。

．（関係者の出席）

第5条委員会は､必要があるときは､関係者の出席を求めて意見を瞳き､又は資料の提
出を求めることができる。

（泌密を守る蓋務）

第６条委員会に関わる者は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。

（庶務）

第７条委員会の庶務は、教職員課において処理する．
？

（補則）

第８条この要綱に定めるもののほか、この要綱の実施に関し必要な事項は、教育長が別
に定める。

附．則
●

この要綱は、平成１４年１２月１日から施行する．
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高知県公立学校教職員職場復帰サポートシステム実施要領

（目的）

第１条この要領は、高知県教育委員会の任命に係る公立学校教職員（以下「教職員」と

いう｡）のうち、精神神経系疾患による病気休暇及び休職から復帰及び復職しようとす

る者の円滑な職場復帰をサポートするために必要な事項を定め、学校教育の適正な運営

を図ることを目的とする。

（サポートシステム実施対象者）

第２条この職場復婦サポートシステム（以下「サポート」という｡）の対象者は、精神

神経系疾患による休職から復職しようとする教職員又は引き続き１２０日を超える病気

休暇後に復蝿しようとする教職員のうち、校長以外の者及び高知県教育長（以下「県教

育長ｊという｡）が必要と露める者（以下『休職者等」という｡）とする。．

（サポートシステム実施期間）

第３条サポートの期間は、原則２週間とする。ただし、県教育長は、高知県公立学校教

職員心の健康対策委員会（以下「健康対策委員会」という｡）の意見を聴き、必要と認
めたときはこれを変更することができる。

（サポートシステム実施願).、

第４条休職者等は、サポートを受けようとするときは、職場復婦サポートシステム実施

願（様式第１号）に診断書（様式第２号）を添付し；校長（小中学校（県立中学校を除
く。以下同じ｡）にあっては、更に所属市町村教育委員会（学校紐合の教育委員会を含
む。以下同じ｡）を経由して、県教育長に提出しなければならない。

２校長及び市町村教育委員会は、前項の書類を受理したときは､校長にあっては意見書
（機式第３号）を、市町村教育委員会にあっては副申書（様式第４号）を添えて、県教

育長に進達するものとする。

（サポートシステム実施許可）

第５条県教育長は、休職者等がサポートを受けることが適当であると露めるときはこれ
を許可することができる。

２県教育長は、サポート実施の許可をしようとするときは、サポートを受けようとする
休職者等の健康状況について、職糧復帰サポートシステムの実施についての意見依頼書
（様式第５号）により、健康対策委員会に対して意見を求めなければならない。この場
合において､健康対策委員会は､職渇復帰サポートシステムの実施についての意見書(機
式第６号）により、意見を述べるものとし、県教育長は、健康対策委員会の意見を十分
尊重しなければならない。

●



３県教育長は、サポート実施の併可又は不許可をしたときは、職場復帰サポートシステ

ム実施許可（不貯可）通知書（様式第７号）により、校長（小中学校にあっては、所属

市町村教育委員会を経由）を通して本人に通知するものとする｡、

４県教育長は、サポート実施の許可をしたときは、指示書（様式第８号）により、校長

（小中学校にあっては、所属市町村教育委員会を経由）に対してサポートを実施するよ
う指示するものとする．

（サポートシステム実施）

第６条校長は、職場復婦サポートシステム実施計画番（様式第９号）を作成のうえ、県
教育長に提出く小中学校にあっては、所属市町村教育委員会を経由）し、サポートを実
施するものとする。

２校長は．教職員媒（小中学校にあっては、所属市町村教育委員会)、主治医、本人や
家族等と密に連絡を取るもの･とする。

３校長は、実施状況等を詳細に把握し、職場復帰サポートシステム日騰（様式第10号）
を記録するものとする。サポート実施中において、学校経営に支障が生じた場合又はそ
のおそれがある場合は、サポート実施の変更や中止等の適切な措置をとらなければなら
ない。

４校長は、サポート実施を変更、中止等した場合は、職場復帰サポートシステムに係る
変更・中止届(様式第１１号）を､県教育長に提出（小中学校にあっては､所属市町村教
青委員会を経由）しなけれぼならない．

（サポートシステム終了）

第７条校長は、サポートの期間が終了したときは、職堀復婦サポートシステム日誌（様
式第10号）及び職場復蝿サポートシステム終了報告書（様式第１２号）を、県教育長に提
出（小中学校にあっては、所属市町村教育委員会を経由）しなければならない。

（その他）

第８条この要領に定めるもののほか、サポートの実施に関して必要な事項は、県教育長
が別に定める。

附則

この要領は、平成１４年１２月１日から施行する。ただし、休職又病気休暇の期間が
平成１４年１２月３１日までに終了する者は、適用しない。
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○本人の職務復婦の意思と、主治医の診断霞を基に、復婦サポートシステムの婁施
の適否を専門医や学識者からなる恥の健鰻対策霊員会」が審査します。

○復帰サポートシステムは原則２週間で、治療の一環として実施します｡幸：
○校長が復嘱サポートシステムの実施責任者となり、マニュアルを参考に実施し

ます。

○復帰ｻボ宮卜システムで心と体を徐々 に仕事に慣らし、その結果を『jbの健康対
策委員会」で審査をして職娼への復婦を支援します。

○審査は、本人と恥の健康対策委員会」が面酸しすすめます。丁

休職者全体に占める心の病気による休職者の割合

弓

、
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!議雲職場復帰
■■

長い顧養期間から、いきなり通常の職務をすることは、不安が大きい場合があると思います。
そのことが原因となって、症状が重い場合は再発してしまうこともあります。
職場復帰サポートシステムは、心や体の働きを学校生活に徐々 に慣らす期間を取り、職場や職

務への適応能力の復元を図り、職場復帰前に復帰への不安を少なくしスムーズな脇場復帰を行う
だめの制度です。
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鋤側鹸湿輔睡帆，〈メンタルヘノLス組談窓口のご票内〉
《面談〉

教職員メジタルヘルス相談（高知県教育委員会）

場所：県庁厚生棟２階職員相談室

相談日：毎週月曜日午後１:30～3:３０

相談医：いとうクリニック伊藤高医師

対象者：公立小・中学校教職員及び県立学渡識隠

<利用方法〉

相談料は無料ですが、予約が必要
ですので、高知県教育委員会事務局
福利課総務班健康管理担当までご連
絡ください。
なお、相談者、相談内容について

の秘密は厳守します。
含ＯＳａ－Ｓ２１－４ワ５５

中学校教職員及び県立学校教職員
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<学校での２週間実施の場合〉

週
間
以
内

<例〉

文書確認（事務局）

【園

日
以
内

９月１日から復帰する場合

･復帰に係る文書の提出期限

７月末日までに

ＮＯ
本審査

（本人と面談）
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ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｖ
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職務復帰・復職

日
以
内 ⑬

↓

週
間
程
度

ＮＯ－←
･システム実施の可否報告

（本人及び学校長へ）

８月７日までに

．システム実施可の場合

（報告翌日以降の２週間程度）

･本審査

（毎月末の金曜日予定）

ＯＫ

↓

復帰サポートシステムの流れ

シ
ス
テ
ム
継
続

ＯＫ

Ｉ

予備審査

（書類による審査）
ＮＯ－←

ＯＫ

月

約

綴
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<学校以外での実施を希望する場合〉

・学校で行う２週間のサポートシステ

ム以前に実施します。

・実施場所は、現所属の市町村の教育

機関を基本とします。

（県立学校は県の教育機関で）

・事前に高知県教育委員会に期間、場

所、内容を報告してください。

・実施結果は実施場所の所属長がまと

め、高知県教育委員会に報告します。

・高知県教育委員会は、この報告を高

知県公立学校教職員心の健康対策委

員会に提出します。

対
象
者

心の病気が原因で病気休暇・休職を

した後職場に復帰しようとする者
D●●●｡●●｡●●●●●●●｡●ＣＣＣＣＣ●●●｡｡●●●●■●●●｡●■●●■や｡●●●■■●ロ■■q

･病気休暇120日を超える者

･病気休職３年未満の者

･高知県教育長が必要と認める者



このシステムに関するお問い合わせは、下記の所までお願いします。

高知県教育委員会事務局教職員謀ＴＥＬＯ８Ｓ－Ｂ２１－４Ｓ６Ｂ・ｇ
ＦＡＸＯＢＢ－Ｂ２１－４５５Ｂ

Ｅ－ｍａｉＩ：ｋ６０１０２＠ken.pref･kochi・jｐ

寺

表紙デザイン森本忠彦先生

鍵饗燕ﾗ通(､Ii)向害は． 圃単なこと伽ら雛

<識謹段這別＞惹湯復帰に向けたシステム実施内容(例）

４

辱韓ミ

目壷運営の管|・時間割通りの｜・児赫牛徐、

へ、

#:ず燕蕊鴛賂~ご、篭謹謹紘、至日訓練開始時と終了時に本人と面談の時間を持ちます。
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給献立作成や

食指導の補助

第１段階の内

容

教育課程の管

理の一部

リ

第２段階の内

容

組織運営の管

理の一部

渉外に関する

内容の一部
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一
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・通常の勤務
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圭一で）実施【３B裁百

〈８～10日目〉◎正規の勤務時間帯の実施
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の勤務
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･予算見積

･各種補助金
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･転出入学事務

･教科樹給付
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